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十
一
月
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
約
二
週

間
、
日
本
銀
行
本
店
内
に
お
い
て
、「
日
銀

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ｏ
〜
日
本
銀
行
×
東
京
藝
術
大
学
　
地
下
金

庫
展
〜
」
を
開
催
し
二
五
〇
〇
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
銀

行
で
は
、
多
く
の
方
々
に
日
本
銀
行
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
十

六
年
か
ら
、
地
元
日
本
橋
地
区
の
団
体
で
あ

る
名
橋
「
日
本
橋
」
保
存
会
と
と
も
に
こ
う

し
た
催
し
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
東

京
藝
術
大
学
の
協
力
を
得
て
、
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
本
館
の
地
下
金
庫
と
旧
営
業
場

を
会
場
と
し
た
展
覧
会
を
開
き
ま
し
た
。
日

本
銀
行
の
地
下
金
庫
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し

て
自
由
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
鑑
賞
し

て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
、「
日
銀
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

と
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
こ
の
地
下
金
庫
展
を
中
心
に
、

初
日
と
な
る
十
一
月
三
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
演
奏
会
、
四
日
と
十
一

日
に
は
市
民
講
座
、
さ
ら
に
平
日
は
本
館
内

の
見
学
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
お

楽
し
み
い
た
だ
く
企
画
と
し
ま
し
た
。
以
下

で
は
、
本
催
し
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
〜

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
、
爽
や
か
な
秋

晴
れ
の
下
、
本
館
中
庭
で
行
っ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
福
井
俊
彦
日
本

銀
行
総
裁
、
中
村
胤
夫
名
橋
「
日
本
橋
」
保

存
会
会
長
、
六
角
鬼
丈
東
京
藝
術
大
学
美
術

学
部
長
か
ら
の
挨
拶
の
ほ
か
、
矢
田
美
英
中

央
区
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
、

こ
の
日
の
た
め
に
松
下
功
東
京
藝
術
大
学
教

授
が
作
曲
し
た
尺
八
お
よ
び
打
楽
器
奏
者
に

よ
る
「
ふ
ぁ
ん
ふ
ぁ
ー
れ
」
が
演
奏
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し

た
。

〜
演
奏
会
〜

演
奏
会
は
明
治
二
十
九
年
に
建
築
さ
れ
た

本
館
内
一
階
の
ホ
ー
ル
（
旧
営
業
場
）
で
、

東
京
藝
術
大
学
の
関
係
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
東
西
文
化
の
融
合
を
モ
チ
ー
フ
に
邦
楽

ご
挨
拶
す
る
福
井
俊
彦
総
裁
（
上
）。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
尺
八
と
打
楽
器
に
よ
る
「
ふ
ぁ
ん

ふ
ぁ
ー
れ
」
が
中
庭
に
響
き
渡
っ
た
（
右
）。

日
銀
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

K
I
N
C
O

〜
日
本
銀
行
×
東
京
藝
術
大
学
地
下
金
庫
展
〜

開
催
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と
洋
楽
と
が
ホ
ー
ル
の
東
西
に
分
か
れ
て
交

互
に
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。
邦
楽
都と

山ざ
ん

流り
ゅ
う

、

琴き
ん

古こ

流り
ゅ
う

の
奏
者
に
よ
る
尺
八
音
楽
の
古
典

の
名
作
「
鹿し

か

之の

遠と
お

音ね

・
鶴
の
巣す

籠ご
も
り

」
の
吹

合
せ
。
ま
た
、
洋
楽
に
つ
い
て
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
弦
楽
四
重

奏
曲
第
八
番
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
第
二
番
」

の
第
一
・
四
楽
章
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
独

特
の
音
響
効
果
を
生
み
出
す
高
い
天
井
の
下

で
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
終
わ
る
と
観
客
か

ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

〜
地
下
金
庫
展
〜

展
覧
会
の
会
場
と
な
っ
た
地
下
金
庫
は
、

本
館
建
築
時
か
ら
、
三
年
前
ま
で
一
〇
〇
年

以
上
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で

す
。
重
厚
な
扉
や
レ
ン
ガ
の
壁
に
覆
わ
れ
た

金
庫
の
内
部
に
、
東
京
藝
術
大
学
の
若
い
大

学
院
生
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
空
間
芸
術
）
や
音
響
や
映
像
を

用
い
た
個
性
的
な
作
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
初
日
に
演
奏
会
を
行
っ
た
本
館
ロ

ビ
ー
に
は
巨
大
な
立
体
作
品
や
絵
画
な
ど
も

置
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
作
品
制
作
の
指
導
に
当
た
っ
た
東

京
藝
術
大
学
の
坂
口
寛
敏
教
授
は
地
下
金
庫

展
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、「
地
下
と
い

う
空
間
は
人
工
的
で
あ
り
非
日
常
性
が
あ

る
。
ま
た
、
金
庫
に
は
物
理
的
な
密
閉
性
と

と
も
に
、
お
金
と
い
う
欲
望
の
象
徴
を
貯
蔵

す
る
こ
と
を
目
的
に
存
在
す
る
空
間
と
い
う

と
ら
え
方
も
で
き
る
。
今
回
の
展
示
は
、
そ

の
よ
う
な
性
質
を
併
せ
持
つ
地
下
金
庫
と
い

う
特
殊
空
間
を
活
か
す
こ
と
を
考
え
た
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
を
訪
れ
た
お
客
様
に

は
、
歴
史
的
建
造
物
と
現
代
ア
ー
ト
の
融
合

と
い
う
未
知
の
体
感
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
終
日
の
十

六
日
に
は
東
京
藝
術
大
学
の
教
授
陣
に
よ
る

作
品
解
説
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
三
回
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
地
下
金
庫
展
の
閉
幕
を
飾

り
ま
し
た
。

〜
市
民
講
座
〜

期
間
中
の
日
曜
日
（
四
日
、
十
一
日
）
に

は
、
一
般
の
方
々
に
日
本
銀
行
の
業
務
や
金

融
政
策
、
建
物
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民
講
座
（
全
六
回
）

を
開
講
し
ま
し
た
。
二
日
間
の
受
講
者
は
合

計
で
約
六
〇
〇
名
に
上
り
ま
し
た
。

【
十
一
月
四
日
】

初
回
は
恵
谷
英
雄
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
長
が

「
日
本
銀
行
へ
の
招
待
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

日
本
銀
行
の
概
要
や
金
融
政
策
決
定
の
仕
組

み
の
ほ
か
、
業
務
や
機
能
に
つ
い
て
解
説
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
身
近
な
題
材

を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
銀
行
券
の
流
通

や
偽
造
防
止
技
術
、
決
済
シ
ス
テ
ム
の
仕
組

み
の
を
説
明
し
た
ほ
か
、「
に
ち
ぎ
ん
の
ト

リ
ビ
ア
」
と
し
て
、「
日
銀
は
株
式
会
社

か
？
」
な
ど
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

二
回
目
は
門
間
一
夫
調
査
統
計
局
長
に
よ

る
「
景
気
の
話
」。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
経
済
成
長
率
、

景
気
循
環
、
短
観
、
物
価
と
い
っ
た
難
し
い

内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
易
な
言

葉
で
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
が
進

め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
の

意
見
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
最
終
回
は
斉
藤
栄
吉
発
券
局
長

が
「
お
金
の
話
」
と
い
う
題
で
お
札(

日
本

銀
行
券)

に
関
す
る
話
を
中
心
に
説
明
し
ま

し
た
。
現
在
も
二
二
種
類
も
の
お
札
が
有
効

と
な
っ
て
お
り
、
大
黒
天
や
武
内
宿
禰
の
一

地
下
金
庫
の
空
間
に
音
楽
が
流
れ
、
壁
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
映

像
が
写
し
出
さ
れ
る
美
術
と
音
楽
の
共
同
作
品
「caress

」

（
リ
ン
ダ
・
デ
ニ
ス
×
余
田
有
希
子
）（
上
）。
流
れ
の
止
ま

っ
た
地
下
金
庫
で
垣
間
見
る
時
間
の
経
過
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
等
間
隔
の
闇
」（
松
島
加
奈
）（
下
）。

旧
営
業
場
で
は
、
木
材
の
作
品
「
星
を
受
け
止
め
る
為

の
器
２
０
０
７
〜
円
の
為
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
〜
」（
伊
藤

将
和
）
を
囲
み
、
尺
八
の
名
作
が
奏
で
ら
れ
た
（
右
）。

ま
た
、
油
絵
作
品
を
前
に
、
弦
楽
四
重
奏
の
美
し
い
音

色
が
観
客
を
魅
了
し
た
（
左
）。
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円
札
も
使
え
る
こ
と
や
、
お
札
に
施
さ
れ
て

い
る
精
巧
な
偽
造
防
止
技
術
な
ど
を
紹
介
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
財
布
か
ら
お
札
を

取
り
出
し
な
が
ら
興
味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

【
十
一
月
十
一
日
】

こ
の
日
の
初
回
は
鈴
木
博
之
東
京
大
学
大

学
院
教
授
を
お
招
き
し
、「
日
本
銀
行
の
建

物
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。日

本
銀
行
本
館
が
建
築
さ
れ
た
当
時
の
時

代
背
景
や
設
計
思
想
、
そ
の
様
式
的
特
徴
な

ど
が
多
く
の
絵
や
写
真
と
と
も
に
明
解
に
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
本
館
の
随
所
に
ち
り
ば
め

ら
れ
て
い
る
当
時
の
西
洋
建
築
技
法
に
つ
い

て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
内
容
も
多

く
、
講
座
終
了
後
に
は
壁
や
天
井
な
ど
を
眺
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い出を蘇らせてくれるような、ふんわりと優しい味
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を取り戻した小さな島の名前に由来しているそうで
す。帰り際、澄んだ空気の中、煌めくように鳴り響
く鐘の音の下、小さくなるまで手を振ってくださっ
たイスキアの皆さん。生涯忘れることはない美しい
情景でした。 （ＡＵ）
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め
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
す
る
姿
が
目

立
ち
ま
し
た
。

二
回
目
は
、
田
尻
隆
士
日
本
銀
行
貨
幣
博

物
館
館
長
が
「
お
金
の
歴
史
と
貨
幣
博
物
館
」

に
つ
い
て
講
義
し
、
わ
が
国
に
お
け
る
お
金

の
歴
史
を
時
代
の
順
を
追
っ
て
説
明
し
ま
し

た
。ま

た
、
豆
知
識
と
し
て
「
鐚び

た

一
文
ま
け
ら

れ
な
い
」、「
太
鼓
判
を
押
す
」、「
金
に
糸
目

を
つ
け
な
い
」
と
の
言
葉
の
由
来
も
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
貨
幣
博
物
館
に
向

か
う
参
加
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
講
座
の
最
終
回
は
江
戸
東
京
博
物
館

の
竹
内
誠
館
長
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
日
本
橋
の
歴
史
と
日
本
銀
行
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
日
本
橋
が
も
っ
て
い
た
文
化

的
、
経
済
的
な
側
面
に
つ
い
て
、
長
崎
と
の

深
い
関
係
や
地
元
豪
商
の
存
在
な
ど
史
実
を

も
っ
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
自
ら
の

原
体
験
も
織
り
交
ぜ
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

語
り
口
か
ら
は
地
元
へ
の
深
い
愛
情
が
に
じ

み
出
て
い
ま
し
た
。

11月11日の日銀市民講座では、「日本
銀行の建物」をテーマに東大・鈴木
博之教授に（上）、江戸東京博物館の
竹内誠館長には、「日本橋の歴史と日
本銀行」について（下）、それぞれご
講義いただいた。

２日間の市民講座には、約600名にも上る多くの皆さんにご参
加いただいた。


